
　
８
年
前
、
京
都
国
立
博
物
館
に
世
界
的
な
建

築
家
、
谷
口
吉
生
設
計
に
よ
る
平
成
知
新
館
が

誕
生
し
た
。
明
治
30
年
、
帝
国
京
都
博
物
館
本

館
と
し
て
開
館
し
た
現
明
治
古
都
館
は
、
迎
賓

館
を
手
が
け
た
片
山
東
熊
設
計
の
バ
ロ
ッ
ク
様

式
と
日
本
の
伝
統
を
取
り
入
れ
た
建
築
だ
が
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
免
震
改
修
な
ど
の
た
め
、

展
示
に
は
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
昨
年
末
、「art K

Y
O
T
O
2020

」
で
、

ア
ー
ト
フ
ェ
ア
会
場
と
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
入

場
で
き
た
。
会
場
で
は
、
と
て
も
手
の
出
る
価

格
で
は
な
い
が
、
四
代
田
辺
竹
雲
斎
の
繊
細
か

つ
大
胆
な
竹
工
芸
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
艸
居
の
陶

芸
家
三
島
喜
美
代
の
陶
芸
が
目
に
と
ま
っ
た
。

特
に
、
潰
れ
た
空
き
缶
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
陶

器
作
品
は
80
歳
を
超
え
る
と
い
う
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
パ
ワ
ー
や
好
奇
心
に
溢
れ
、
驚
い
た
。 

　
陶
芸
、
漆
芸
、
金
工
、
染
織
な
ど
伝
統
工
芸

が
盛
ん
な
京
都
だ
が
、
相
国
寺
承
天
閣
美
術
館

の
よ
う
に
個
性
的
な
美
術
館
も
充
実
し
て
い

る
。
岡
崎
に
は
近
代
美
術
館
と
市
立
美
術
館
が

あ
り
、
昨
年
夏
の
現
代
美
術
家
、
杉
本
博
司
の

大
規
模
な
個
展
も
人
気
を
集
め
て
い
た
。
ま
た

美
術
工
芸
の
学
校
も
東
京
に
負
け
な
い
ほ
ど
あ

り
、
芸
術
を
目
指
す
者
も
多
く
、
現
代
ア
ー
ト

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
か
な
り
あ
る
。

暮らす旅  京都

アートな京都

アートフェア会場の明治古都館前には野原邦彦の木彫作品が。

暮らす旅舎の本『京のろおじ』
で紹介した京都国立博物館の
平成知新館。

昨年夏、京都市立美術館で開催
された杉本博司の個展風景。

客室の絵はカワイハルナ作。暮らす旅舎の
サイトはhttp://kyoto.kurasutabi.jp

node hotel(ノードホテル）のバー横に
荒木経惟の写真。

文・写真／松岡伸吾（暮らす旅舎）

2021 Winter 035

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
京
都
に
行
く
機
会
は

減
っ
た
も
の
の
、昨
年
末
に
訪
れ
たnode hotel

は
、
四
条
西
洞
院
近
く
に
立
つ
全
25
室
の
小
さ

な
ホ
テ
ル
。
一
昨
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
に
よ
う
や
く
泊
ま
る
こ
と
で
き

た
。  「
ア
ー
ト
コ
レ
ク
タ
ー
の
住
ま
い
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
１
階
の
ロ
ビ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

バ
ー
か
ら
洗
面
室
、
さ
ら
に
は
全
客
室
に
、
世

界
中
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
集
め

た
ア
ー
ト
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
客
室
は
バ
ス
ト

イ
レ
も
ゆ
っ
た
り
、 

テ
レ
ビ
が
な
い
こ
と
も
特

徴
だ
。
そ
の
分
音
楽
を
聴
い
た
り
、
写
真
集
や

ア
ー
ト
も
じ
っ
く
り
楽
し
め
る
。

　
ま
さ
に
京
都
は
美
術
の
宝
庫
だ
。
ぜ
ひ
美
術

館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
ア
ー
ト
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
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